
主催：滋賀県

14:00 開場（受付開始）

14:30～16:00 講演
ソーラーコンプレックス社 ベネ・ミュラー 氏
※通訳・解説 環境ジャーナリスト（スイス在住） 滝川 薫 氏

16:15～17:00 意見交換会
（※ご来場の皆様からの質問にミュラー氏がお答えします。）

日独エネルギーシフトセミナー

参加費
無料

平成26年 6月23日（月）
14:30～17:00

場 所

滋賀県庁
（ＪＲ大津駅から東へ徒歩５分）

北新館３階
中会議室
（定員７０名）

東日本大震災、福島第一原子力発電所の事故を教訓に、また、地域の活性化につなげていく観
点から、太陽光やバイオマスなど身近な再生可能エネルギーの利用促進に向けて、地域や市民、
事業者が主体となって取組を進めていくことが重要です。
そこで、ドイツにおけるエネルギーヴェンデ（大転換）を地域で実践する市民エネルギー会社（ソー
ラーコンプレックス社）の事例を紹介しながら、地域主導によるエネルギーシフトの在り方や、資源と
お金が循環する地域づくりについて考えます。

スケジュール

日 時

Energiewende

昨夏の知事ドイツ視察でも訪問

滋賀からグリーン・イノベーション！



■プロフィール
南ドイツの市民エネルギー会社「ソーラーコンプレックス」、設立
メンバー、取締役｡1965年にドイツ南部、黒い森の山村に生まれ、
70年代よりボーデン湖地域に暮らす｡歴史と哲学を大学で専攻
後、「自然科学、認知哲学、アート」を横断するアーチストとして
創作活動｡代表作「Klimabilder」シリーズ｡90年代から「エネルギーと気候」というテーマに取り組み、農家建築の100%再生可能エネルギー
転換などを実現｡2000年に20名の仲間と共に市民企業ソーラーコンプレックス社を設立し、経営者（現取締役）に着任｡10年余りで地域の

リーダーとなる再生可能エネルギー会社を育て上げたカリスマ経営者｡分散型のエネルギー大転換により、資源とお金が循環する地域づ
くりを目指す｡

■ソーラーコンプレックス株式会社（Solarcomplex AG）
2000年に南ドイツのボーデン湖地方で、住民により設立された再生可能エネルギー建設会社｡2030年までにボーデン湖地域のエネル

ギー大転換を実施することを目標に掲げ、地域住民の出資により、数多くの再生可能エネルギー設備を地域内に建設し、運営｡太陽光、
太陽熱、木質バイオマス、風力、地域暖房、バイオガスといった幅広い技術を扱う｡これまでに実現してきた再生可能エネルギー設備への
総投資額は140億円に上り、地域経済を潤す｡現在40人の従業員を抱え、南ドイツでは再エネ開発のノウハウが最も豊富な企業の一つ｡
昨年8月の知事ドイツ視察での訪問先の一つであり、日本からの視察者が絶えない。

〒520-8577 大津市京町四丁目１－１
滋賀県商工観光労働部地域エネルギー振興室
ＴＥＬ：077－528－3721
ＦＡＸ：077－528－4870
Ｅ-mail：fa0001@pref.shiga.lg.jp

申込み・お問い合わせ

参加をご希望の方は、上記様式により
FAXまたは郵送によりお申し込み下さい。
メールでは、申込書の項目をご記入の

上、左記アドレスまで送付してください。

申込方法

（フリガナ）

参加者氏名

事業所・団体名、学校名
（※個人の場合は居住市町名）

電話番号

FAX番号

参加申込書

➢FAX送信先 077-528-4870
滋賀県庁 地域エネルギー振興室 あて

平成26年6月23日（月）開催
「日独エネルギーシフトセミナー」

※記入いただいた個人情報は、本セミナーに関する業務のみで使用し、それ以外の目的では使用しません。

ベネ・ミュラー（Bene Müller）

講師

■プロフィール
環境ジャーナリスト、植栽設計士、スイス在住。東京外国語大学イタリア語学科・オーシュベルク造園学校修了。
1999年よりスイスおよび欧州中部を拠点に環境・エネルギーをテーマとした執筆、視察案内、通訳・翻訳、講演活動
を行う。著書「サステイナブル・スイス」、編著「欧州のエネルギー自立地域」（両、学芸出版社）、共訳「メルケル首
相への手紙 ～ドイツのエネルギー大転換を成功させよ！～（マティアス・ヴィレンバッハー著）」（いしずえ）。
MIT Energy Vision社共同代表。同社では、欧州中部から日本へ、エネルギーヴェンデのノウハウトランスファーを行う。

通訳・解説

滝川 薫（Takigawa Kaori）

ミュラー氏の信念

「地域のエネルギー大転換を
2030年までに実現することは、
技術的、そして経済的には可
能です｡それが人びとの精神
面で可能であるか否かが問わ
れます｡一番大きな障害は、
我々の頭です｡」


